
　住宅の機能向上のために行うリフォーム工事に対し、経費の一部を助成します。

対象となる建物　町内に所在する住宅（持ち家）

　※店舗と併用されている場合は住宅部分のみが対象となります。

対象となる工事　次のすべての要件を満たす工事

　○平成21年11月１日以降に着工し、平成22年３月31日までに完了する、町内の施工業者が行う工事

　○工事費が10万円以上（消費税別）の工事

申込資格　次のすべての要件を満たす方

　●城里町内に３年以上居住している

　●助成の対象となる住宅の所有者である

　●町税等及び各種資金の貸付にかかる返済等について申請日から過去３年間滞納がない

　●対象となる工事について町で実施する他の同様の制度による助成金の交付を受けていない

助成金額　工事費(消費税別)の10％で、上限10万円（千円未満は切り捨て）

申込期限　平成22年３月15日

※申し込みの際には工事施工前・施工後の写真や見積書・領収書の写し等が必要となります。また、

　施工の際の注意事項がありますので、工事施工前に下記までお問い合わせください。

申込先・問合せ　都市建設課　　029‐288‐3111（内線253） 
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